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１．はじめに 
 中国特許の早期公開についてはこれまで INFOPRO やセミナー、その他の場で機会

あるごとに紹介してきました 1), 2), 3), 4)。そして、出願から 18 か月で公開される通常公

開特許に対し、18 か月未満で公開されるものを「早期公開特許」とし、さらに出願か

ら 6 か月未満で公開されるものを「超早期公開特許」と定義して解析してきました。 
 早期公開の目的が今 1 つ不明な状況ではあるが、中国では特許を公開することによっ

てはじめて審査が着手されるので、日本や韓国のように公開前に登録になる特許はない。 
 早期公開によって審査を促進し、登録時期を早める、ということも考えられますが、

必ずしも早期公開が早期登録特許に結びついているか、と言うとそうでもなさそうであ

る 3)。 
 特許の早期公開を積極的に実施しているのはほとんど内国出願人ですが、外国出願人

はどうかについて検証してみたのが本稿です。 
 
２．早期公開および早期登録特許の最新動向 
 中国特許庁統計資料 5) による出願推移を図１に、早期公開状況を図２に、さらに出

願から 6 か月以内に公開された超早期公開特許の推移を図３に示した。 
 

 
図１．中国専利出願推移（CNIPA 統計情報 1）) 

 2019 年の特許出願の落ち込みについては、中国特許庁が「非正常出願」として行政
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処分した影響ではないか、ということは既に考察した 6)。 
 

 
図２．早期公開特許 

 

 
図３．超早期公開特許 

 
 早期公開特許の増加に影響されて登録の時期も早まっているような気もします（図

４）。 

 
図４．早期登録特許 
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３．早期公開特許の外国出願人の動向 

 早期公開特許（超早期公開特許）のほとんどは内国出願人によるものですが、外国か

らの出願についてはどうでしょうか。 

  

 まず、外国出願人の出願動向を見てみましょう。ここでは出願動向といっても 2018

年以降の公開特許推移です。データベースから出願年で見てみると直近の２，３年の数

値は早期公開特許が増えてきたとはいえ未公開特許があるために少なくなって、あたか

も出願が減少しているかのようになるためです。その点、公開日からの公開特許数であ

れば検索した日によって数値が変化することもありません。 

 

(1)国別出願動向 

 まず、中国以外の国別の通常出願動向を概観したのち、超早期公開特許（出願～6か

月以内に公開される特許）について検証してみます。 

次項以降の出願人データの取得は無料のワールワイドな台湾特許庁データベース

GPSS を利用しましたが、国コードによる国別比較では商用の CNIPR を使いました。 

 

GPSS でも国コードが収録されていますが、その国コードは出願人フィールド中に含

まれているため、２桁の国コードでは中国語出願人の英訳から、あるいは英表記法人格

からも抽出されてしまうため、CNIPR の国コード検索(CO)で抽出しました（表１）。 

 

GPSS の国コード抽出の問題点（国コードが出願人フィールド中に存在する） 

LU（ルクセンブルク） 

陆聆聆; LU LINGLING (CN) 

SE（スウェーデン） 

巴斯夫欧洲公司; BASF SE (DE) 

AG（アンチグア） 

西门子股份公司; SIEMENS AG (DE) 

 

 また、GPSS では、台湾も 2019 年以前は TW で抽出できましたが、2000 年以降は CNと

なって抽出できなくなっています。CNIPR でも以前は、台湾出願人が大陸に出願したも

のは国コード「台湾」または「中国台湾」で抽出できましたが、現在は台湾の国省コー

ド 71（台湾省）でないと抽出できなくなりました。 

 
 表１は 2022 年公開特許数でソートしたものですが、その TOP10 について出願から 6 か

月以内に公開になった超早期公開数を調べたのが表２です。こちらは出願年を基準にして

いるので少々紛らわしいですがご了承ください。 



表１．中国特許の各国からの公開推移(CNIPR) 

 
 

表２．各国出願の超早期公開状況(CNIPR) 

 



 「not CN」は外国からの超早期公開出願総数です。DE, SG, KY が比較的多く、また、

KY(ケイマン諸島)の出願の主なものは、阿里巴巴(ALIBABA)ですが、超早期公開特許の所

属国推移に変化が表れていることは後述。 
 
(2)中国特許上位出願人の超早期公開特許 
 2022 年公開数 1000 件以上の外国出願人の公開推移を表３に示しました。 

表３．中国特許上位出願人の公開推移 

 
表４．中国特許上位出願人の超早期公開出願状況 

 



 表４において、ある程度の超早期公開出願が顕出されている以下の 4 社はいずれも中国

現地子会社と本体との共願または中国現地子会社の単願となっています。 
・三星电子(KR)：三星（中国）半导体, 三星电子（中国）研发中心 
・三菱电机(JP)：三菱电机（中国）, 上海三菱电机·上菱空调机电器(CN) 
・西门子(DE)：西门子电力自动化有限公司(CN), 西门子（中国）  

・英特尔(US)：英特尔产品（成都）, 英特尔半导体（大连） 

阿里巴巴(KY ALIBABA)は実質的には中国国内で活動していますが、特許の所属国は従

来からタックス・ヘイブンで知られている KY（ケイマン諸島）です。 
 しかし、派手な活動で当局から目を付けられたせいでしょうか、2021 年出願から KY か

らの出願を CN や SG に所属国変更しているようです。 
表５．阿里巴巴(ALIBABA)の超早期公開所属国の変化 

 

 
(3)その他、超早期公開が比較的多いところ 
 公開件数としては1000件未満でもある程度の超早期公開出願をしている各社を表６に示

した。 
 
表６．その他、超早期公開が確認できる各社 

 



 表４同様、通用汽车はいずれも中国現地子会社と本体との共願または中国現地子会社の

単願となっています。 
・通用汽车(US)：上汽通用汽车 
 
通常出願数が 1000 件未満で超早期公開が確認できる各社においては、中国現地子会社と

の共願もありますが、友达光电(TW AU OPTRONICS)などの台湾勢や梅赛德斯-奔驰(DE 

MERCEDES-BENZ), 戴姆勒(DE DAIMLER), 谷歌(US GOOGLE), 舍弗勒技术(DE SCHAEFFLER 

TECHNOLOGIES)などの著名な各社からの単願出願も確認できます。 
 
 また、台湾出願人については表３、表４の台湾积体电路制造を含め、表６においても 2020

年出願以降分は大陸特許では所属国がＴＷ ⇒ ＣＮに変更となっています。 

 
５．まとめ 
 超早期公開特許の外国からの出願数は内国出願人に比べかなり少なく、特に、通常出

願 1000 件以上の出願人においては中国現地子会社との共願（単願を含め）を除き、ほと

んどない、といっても過言ではない。 
 また、阿里巴巴(KY ALIBABA)が KY から CN に 2021 年出願以降、所属国変更をしてい

ることが若干注目される。 
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